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発語 言語理解 対人関係 診 断
(表出) (受容) (社会性)
(o) 正常 正常 正常 正常 (※基準)
(1) 遅れ 正常 正常 泰山性書籍遅滞単純性言語発達遅滞
(2) 遅れ 遅れ 正常 受容性書籍遅滞(※高度の難聴)

























































































































































































































































































































































(1)共同注視としての二者間 ｢内｣交流 ･二者間 ｢外｣
交流
テレビが子どもの発達に対 して与える影響の中で最も



































































































































































































AD:内転 Rl:内回 りに C.･閉じる (臼を)
Aft:外転 RO･.外回りに 0:開く (口を)
S:あお向けに F:曲げる Q:績ける (額を)



































































































































































りっ子"- "明るく" ハ`キハキ"- を演技 し続け
たりしなければならない｡
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中井 孝章
要旨 :テレビは､高性能化やデジタル放送などによって日々進化し続けている｡ その一方で､テレビを子どもたち､
特に乳幼児が長時間見ることにより､自閉症に特徴的にみられるような言葉遅れ (発達遅滞)が生じ､社会問題となり
つつある｡従って私たちはテレビ番組の内容の善し悪しについて検討する以前に､テレビそのもの､すなわちテレビと
いう ｢メディア-形式｣を問題にしなければならない｡つまり､テレビの､子どもたちへの深刻な影響としては､何よ
りも(1)親子間のコミュニケーション (W.コンドンのいう､それに埋め込まれた､相互作用の同期性)の阻害､さらに
はそれを基礎とする対人関係の阻害､(2)イメージの未発達に伴う言語発達の遅れ､(3)ありのままの感情を他者に向け
て暴露することを良しとする､歪んだ ｢感情教育｣､(4)明確な表情しか理解できなくなるアニメ的人間理解､(5)映像と
音の過剰刺激による身体的､精神的ダメージ､(6)テレビ･コマーシャルによる消費欲望の拡大､等々が挙げられる｡
子どもへのテレビ対策としては､2歳までは一切テレビやビデオを見せないことが原則となるが､それに加えて例え
ば､わが国の伝統文化としての親子の共同注視およびその現代版としての絵本 (ブックスタート運動)の普及がその対
策として考えられる｡ いずれにしても､わが国では長時間テレビ視聴する､子どもたちに対するテレビガイドラインの
確立が求められている｡
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